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図１ 1972 年～1990 年までの旧西ドイツにおける景気の変遷 
 Markus Eltges, Gregor Lackmann “Städtebauförderung zwischen WachstumsundAusgleichsziel” in: Informationen zur 










 図２ 連邦政府による都市再開発助成金の推移 
Markus Eltges, Gregor Lackmann “ Städtebauförderung zwischen WachstumsundAusgleichsziel ”  in: Informationen zur 
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護制度について、法律上の特徴を扱った論考がある。Tobias Leidinger による「Ensembleschutz 
durch Denkmalbereichsatzungen der Kommunen（地方自治体の記念物地区によるアンサンブル
保護）」は、ノルトライン＝ヴェストファーレン州をはじめとした記念部地区制度を扱っており、記
念物地区の法的解釈を解説している。また、「Ensembleschutz als Instrument des Denkmalrechts 






 第３章で扱う記念物地誌については、Claus-Peter Echter による「Grundlagen und Arbeitshilfen 
städtischer Denkmalpflege in Deutschland（ドイツ都市の記念物保存のための基礎資料と手引
き）」4が、現在までにドイツで取り組まれてきた都市記念物保護手法の比較を行っている。
また Herbert Dellwing「Denkmalerfassung durch die Topographie（地誌による記念物の把握）」5は、
記念物地誌の成立過程や役割について概括している。 
第４章で扱う記念物の周囲環境保護については、Achim Weber が「Instrumente und Grenzen 











本論は、2001 年 5 月 15 日～2002 年１月２８日の間に行った文化財保存に関わる専門
 12
家への聞き取りをもとに構成している。行った聞き取りは下記の通りである。 










Jörg Schulze 博士（ラインランド州立文化財保存局副局長）   







        2002 年 2 月 6 日 
ヘッセン州記念物保存局副局長。法律家。ヘッセン州における記念物地誌の作成状況
や、記念物登録上の訴訟について聞き取りした。 




Gert Kaster 博士（シュレスビッヒ－ホルシュタイン州文化財保存局職員）  




エリカ・ヤンセン－シナーベル女史（ラインランド州立文化財保存局職員）   











2002 年 2 月 5 日、
2002 年 6 月 3 日 
アストリット・ジーマ イドシュタイン市下級
文化財保護課職員







2002 年 6 月 3 日 
ビョルン・シュミッツ モンシャウ市都市計
画局職員 









2002 年 8 月 28 日 
マティアス・カーツ ポツダム市文化財
保存局職員 








                                                                                                                                                                                                 
1 『国土交通白書 2009 平成 20 年度年次報告』 ぎょうせい、2009 
2 Markus Eltges, Gregor Lackmann “Städtebauförderung zwischen WachstumsundAusgleichsziel” in: 
Informationen zur Raumentwicklung Heft 10/11.2003 
 
3 Instrumente der Städtebaulichen Denkmalpflege. Berichte zu Forschung und Praxis der Denkmalpflege in 
Deutschland, Hamburg, 1995 
4 Claus-Peter Echter “Grundlagen und Arbeitshilfen städtischer Denkmalpflege in Deutschland“ Berlin, 1999 
5 Herbert Dellwing „Denkmalerfassung durch die Topographie“  in: Vereinigung der Landesdenkmalpfleger in 
der Bundesrupublik Deutschland [Hrsg]. Instrumente der Städtebaulichen Denkmalpflege. Berichte zu Forschung 














































 ⇒初出「ドイツ・ヘッセン州の記念物地誌 : ドイツの記念物保護手法の研究」 

















万 棟 と も い わ れ て い る 。 （ 記 念 物 保 護 の た め の ド イ ツ 国 家 委 員 会 （ Das Deutsche 








































































































図２ ドイツの記念物保護行政の組織図（Karl-Reinhard Seehausen ”Denkmalschutz und Verwaltungspraxis” 
Deutsche Verlags-Anstalt DVA, 2000 を参照として作成） 
 



















Gesamtanlagen [全体施設] バーデン-ヴェルテンベルク州、ヘッセン州、ブレーメン市、ハンブルク市 
Denkmalschutzgebiete [文化財保護地区] ザールランド州、チューリンゲン州 
Mehrheit baulicher Anlagen [多数の建築施設] バイエルン州、ベルリン市 
Gruppe baulicher Anlagen [建築施設の集合] ニーダーザクセン州 
Gruppe von Sachen [集合体] シュレースヴィヒ-ホルシュタイン州 
Denkmalzonen [文化財ゾーン] ラインランド-プファルツ州 





























































  法令 原語 概説 
中世 



































1918  プロイセン住宅法 Preußisches Wohungsgesetz 建築後退線法に則り、より細かい規定を課す 
1919  建築調和法 Einheitsbauordnung 
建築の外観素材・色などを周囲と合わせることを
明記 














Die Verordnung über die 






























































































Gesetz zum Schutz und zur 
Pflege der Denkmäler im 































































写真 3 カールスルーへ市１８世紀の都市模型 
 









































































































































































































































































Gesamtanlagen [全体施設] バーデン-ヴェルテンベルク州、ヘッセン州、ブレーメン市、ハンブルク市 
Denkmalschutzgebiete [文化財保護地区] ザールランド州、チューリンゲン州 
Mehrheit baulicher Anlagen [多数の建築施設] バイエルン州、ベルリン市 
Gruppe baulicher Anlagen [建築施設の集合] ニーダーザクセン州 
Gruppe von Sachen [集合体] シュレースヴィヒ-ホルシュタイン州 
Denkmalzonen [文化財ゾーン] ラインランド-プファルツ州 



































































                                                                  
6 Martin F. B. Klein, Kommunale Baugestaltungssatzungen : rechtliche Bedeutung und praktischer Einsatz, 
Kohlhammer, 1992, p26 
7 Bert Bürger, Niels Gutschow, Karl-Jügen Krause, Bebauungspläne und Ortssatzungen : Instrumente 













































12 Jörg Schulze, “enkmalbereiche“ Walter Buschmann ed., Denkmalbereiche im Rheinland, 
































                                                                                                                                                                                                 
しかし、その許可の基準は、歴史や美観の保護以上に、高速道路などの国内のインフラ整
備を優先しており、必ずしも成果をあげたとはいえなかった 
























23 正しくは「建築遺産に関するヨーロッパ年（Europäisches Denkmalschutzjahr des 
Architekturerbes）」だが、ドイツ国内では「ヨーロッパ記念物保護年（Europäisches 
Denkmalschutzjahr）」と呼称されることとなった。 
24 Gottfried Kiesow „Einführung in der Denkmalpflege“ Darmstadt, 1989 S.40 
25 Felix Hammer “Die geschichtliche Entwicklung des Denkmalrechts in Deutschland“ Tübingen, 1995 
S.326 
26 Deutsches Nationalkomitee für das Europäische Denkmalschutzjahr 1975 „Historische 
Städte-Städte für morgen“ Köln, 1974  S.3 
27 Jörn Düwel, Niels Gutschow „Städtebau in Deutschland im 20.Jahrhundert. 




29  1993 年に文化財地区として指定を受けたノルトライン＝ウェストファレン州モンシャウ市の
場合は、次のような文化財地区条例が施行された。 
 41





















































127 冊（2006 年 4 月現在）が公刊された。    
記念物地誌が公刊されてきた背景には、ドイツにおける
記念物登録件数の増加がある。西ドイツの記念物保






























































127 冊（2006年 4 月現在）の記念物地誌が公刊されている。各州のこれまでの公刊状況を



















表 1 各州における記念物地誌の公刊状況 
1988、1999 年の公刊状況は Claus-Peter Echter “Grundlagen und Arbeitshilfen städtischer 





州 1988 年 4 月 1999 年 1 月 2006 年 4 月 
バーデン・ヴェルテンブルク州 － － 2 
バイエルン州 4 16 22 
ベルリン市 － 4 7 
ブランデンブルグ州 － 5 9 
ブレーメン市 3 3 3 
ハンブルグ市 2 4 5 
ヘッセン州 6 20 28 
リューベック市 － － － 
メクレンブルク＝フォアポンメルン州 － － － 
ニーダーザクセン州 8 17 19 
ノルトライン＝ヴェストファーレン州 － 2 2 
ラインランド－プファルツ州 5 19 24 
ザールランド州 － － － 
ザクセン州 － 2 4 
ザクセン―アンハルト州 － － － 
チューリンゲン州 － － － 
シュレースヴィヒ－ホルシュタイン州 － 1 2 





























いて建築法典に照らして記念物保護の側から検討されるべき点を表 2 のようにあげている。 
 
 48
表 2 建設基本計画にて検討されるべき記念物保護の利益 
VEREINIGUNG DER LANDESDENKMALPFLEGER IN DER BUNDESREPUBLIK DEUTSCHLAND, "Arbeitsblatt 
17  Denkmalpflegerische Prüfung von Bebauungsplänen im Rahmen der Beteiligung als Träger 





建築法典第 1 条第 6 項第





建築法典第１条第 6 項第 5






建築法典第 1 条第 6 項第
5 文、第 172 条 
公共の利益の検討を行うにあたり、どのような専門的意見
が、記念物保護の側から述べられたか 






















第 9 条、国土整備法第 2
条（2）第 13 文、連邦自然



















と臨時職員（2006 年 5 月現在 16 人在籍）により作成される。ただしフランクフルト市のように
大都市の場合例外的に市職員によって作成されることもある。 
 経 費 と 作 成 期 間 を 具 体 的 に 示 す た め 、 以 下 は ラ イ ン ガ ウ ー タ ウ ヌ ス 郡
（Rheingau-Taunus-Kreis）の巻47を取り上げる48。 
ラインガウータウヌス郡は州の南西に位置する 17 の市町村から構成された郡である。郡の
広さは約 800 平方キロメートル、総人口は約 19 万人におよぶ。 
ラインガウ－タウヌス郡の記念物地誌は南部の 7 の市町村を収録した第一巻（現在作成




    
図 1 ラインガウ－タウヌス郡の位置（右図）と記念物地誌の表紙（左図） 
 
ラインガウータウヌス郡第二巻の作成経費は 500000 ユーロ（約 7000 万円）である。これとは
別に印刷、レイアウト、写真等に 250000 ユーロ（約 3500 万円）が掛けられた。このうち地方


















出典：„Kulturdenkmäler in Hessen Rheingau-Taunus- Kreis II Altkreis Untertaunus“ 
 











   
図 3 イドシュタイン市の記念物地誌（左：記念物の登録状況を示したイドシュタイン市の地図、
右：市内の記念物を解説したページ） 









































































































                                                                  
30 たとえばノルトライン＝＝ヴェストファーレン州では 1980 年に記念物保護法が制定された
後、1991 年で 58104 件、2003 年で 76407 件の登録件数（累計）となっている。 





















































39 Herbert Dellwing „Denkmalerfassung durch die Topographie“ pp.50 
























響評価法（Gesetz über die Umweltverträglichkeitsprüfung）第 3 条、第 9 条（建設基本計画の
建築案が文化的遺産に与える影響についての、環境影響評価）国土整備法
（Bundesraumordnung）第 2 条（2）第 13 文（文化景観に関連する文化的記念物と自然記念
 59
                                                                                                                                                                                                 







47 Dagmar Söder, „Kulturdenkmäler in Hessen Rheingau-Taunus- Kreis II Altkreis Untertaunus
“ Landesamt für Denkmalpflege Hessen, Wiesbaden, 2003 
48 ラインガウータウヌス郡記念物地誌の作成経費、作成期間、およびその評価については、
同地誌を作成した Dagmar Söder 女史、およびラインガウータウヌス郡の記念物保存官である
Gisela Kniffler 博士に質問表を送付し、聞き取りを行った（2006 年 5 月 23 日）。 
49 参考として、一般に記念物地誌の作成経費は、380000 マルク（2700 万円）～500000 マ
ルク（3500 万円）とされている。出典：Claus-Peter Echter “Grundlagen und Arbeitshilfen 
städtischer Denkmalpflege in Deutschland“ Berlin, 1999 pp.38 
50 イドシュタイン市は、フランクフルト市の郊外に位置する。同市は、中世初期に成立し、そ
の後 14 世紀～18 世紀初頭まで公爵領の居城として繁栄した。現在の市の人口は 23348
人である。 












フランクフルト市に建てられた 20 階建ての最初の高層建築物であり、1989 年に記念物登
































































































の 2 点をあげることができる。1 の定義の理由は、面的記念物が建築記念物と異なり、物
質的かたまりとして捉えられず、曖昧な存在であるため、このように表現されるのだろう。2 の
定義の理由も面的記念物が物質的かたまりではないゆえである。面的記念物は領域で



















































約 83000 件 









× 約 120000 件 

































○ 10561 件 
ブレーメン州






× 1500 件 
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 × 1300 件 




























× 約 25000 件 













 × 83000 件 




























 1. 全体地区（第二条） 
 2. 特別な通りの眺望、広場の眺望、場所の眺望（第三条）
 3. 特別な場所の構成（第四条） 
































































○ 120000 件 
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1972 年 11 月 23 日に世界文化遺産および自然遺産の保護を
目的として締結されたユネスコ世界遺産リスト第 11 条 第二項

























テュ ーリン ゲン 州
 
























× 約 30000 件 
                                                                  
56本章で事例として取り上げたヘッセン州、ノルドライン＝ヴェストファーレン州の記念物保護
 69









































































































































































































































 記念物保護法の登録に関する条項 バ ーデン ＝ヴュ ルテン ベ ルク州
 









































































































































































































































































  イドシュタイン モンシャウ 
  
  
人口 １４,６３１人 約１３,０００人 
規模 ８４,６９５㎡ ６８,０００㎡ 












再開発事業の開始 1980 年代 1990 年代 
保護方法 外観条例、記念物地誌 外観条例、文化財地区条例 
プロジェクト継続期間 1980-1995  1984- 







イドシュタイン枠組み計画 1980 策定されず 





























                                                                  
58 Das Landesamt für Denkmalpflege Hessen: Tipps für Denkmaleigentümer Das Was, Wann, Wo und Wie 
des Denkmalschutzes, Wiesbaden, 
 2002 引用文中の括弧内は筆者による補足。 
59 ヘッセン州では 1974 年に記念物保護法が施行され、現在の記念物保護制度が整えら
れたが、86 年までは記念物登録に際して、所有者への通知と同意を登録の条件としてい
た。しかしその結果登録手続きに時間がかかり、12 年間で登録できた記念物は、所有者か


















































































































































































































































ノ ルトライン ＝ヴェ ス トフ ァ ーレ ン州
























































































記念物地区は、1972 年 11 月 23 日に世界
遺産および自然遺産の保護を目的として
締結されたユネスコ世界遺産リスト第 11 条













































































































































































































３．３ B プランによる保護の手法 
①レネ通りに面する地区の B プラン作成に対する助言















































































































































































































































































































































































































































































































Dortmund-Ortskern Oespel 1988 
Dortmund-Gartenstadt-Mitte 1989 
Schleiden-übrige Baudenkmäler 1990 





Bonn-Stadtbezirk Bonn 1995 
Bad Laasphe 1996 
Bonn-Beuel 2003 
 
*出典: Ministerium für Stadtentwicklung und Verkehr Nordrhein-Westfalen und Recherchen des 

















































64 建築施設のグループ（Gruppe baulicher Anlagen）ニーダーザクセン州における面的記念物の
呼称 
65 記念物ゾーン（Denkmalzonen）ラインラント＝プファルツ州における面的記念物の呼称 
66 Achim Weber: Instrumente und Grenzen des Umgebungsschutzes bei Baudenkmälern , jur. Diss., 1998, 
Köln 





ヘッセン州上級行政裁判所判決（1994 年 12 月 30 日）：4.3ｍ高さのネオンサインが全体施
設（Gesamtanlage、ヘッセン州での面的記念物の呼称、注７を参照）である農園（Gutshof）を
阻害すると判断され、設置が却下された 
ラインラント＝プファルツ州上級行政裁判所判決（1993 年 10 月 28 日）：記念物登録され
た教会に隣接する建物の上屋を建増しする建築計画について、教会や墓地に調和しない
と判断され、建築計画が却下された。 
ザクセン＝アンハルト州デッサウ（Dessau）行政裁判所判決（1998 年 11 月 19 日）：ヴィッテン
ベルク市（Wittenberg）の記念物地区に登録された歴史的市街地の広場に、売店テントを設
置する計画について、記念物地区の価値を損なうものとして却下された。 
ノルトライン＝＝ヴェストファーレン州上級行政裁判所判決（1997 年 9 月 11 日）：記念物に
登録された教会から 20ｍ程度離れた位置にある看板の設置計画について却下された。 
68 野呂充：ドイツにおける都市景観法制の形成（一）―プロイセンの醜悪化防止法





                                                                                                                                                                                                 
５．建築文化の利益、記念物保護と記念物保存の利益、歴史的、文化的または都市計画的な
意義によって保存価値のある地区、道路および広場の利益、地区と自然の景観形成 
70 ニーダーザクセン州リューネブルク（Lüneburg）上級行政裁判所判決（1983 年 3 月 25 日）によ
る。Quakenbruck という町の高さ７８ｍの送信塔の建設に関する判決で、電波塔は、１５０ｍほど離れた
距離に所在する Sｙｌvester 教会の高さとほぼ同じ高さであるため、建設を認めない判決が下された。 
一方、ニーダーザクセン州リューネブルク（Lüneburg）上級行政裁判所判決（1986 年 6 月 25 日）
では、高さ９０ｍの電波塔の建設許可を認める判決が下されている。塔は St.Lugredi 教会より２００ｍほ
ど離れた位置にあったが、電波塔の公益性が優先され、建設は許可された。 
71本節は、プロイセン時代の宮殿および庭園保護財団の Gabriele Horn 博士への聞き取り
（2002 年 8 月 28 日）をもとに作成した。また、博士はポツダムの景観保護の問題について、
第 15 回イコモス総会（西安開催、2005 年）にて、発表している。（THE WHS ‘ PALACES AND 
PARKS OF POTSDAM AND BERLIN ’ IN GERMANY – HOW TO MANAGE A SITE TAKING NUMEROUS 



























Gabriel horn, ”THE WHS ‘ PALACES AND PARKS OF POTSDAM AND BERLIN ’ IN GERMANY – 
HOW TO MANAGE A SITE TAKING NUMEROUS POINTS-OF-VIEW INTO CONSIDERATION” 
75 内容については、下記を参照 
 ドイツ・ヘッセン州の記念物地誌 : ドイツの記念物保護手法の研究 日本建築学会計画系論文
 124
                                                                                                                                                                                                 
集，第 619 号，pp. 245-250，2007.9 
76 記念物保存プランはノルトライン＝・ヴェストファーレン州記念物保護法にて下記のように定められ
ている。 














年代の集合住宅である Siedlung Pennenfeld が記念物として登録された。 







79 井川博文：ドイツにおける面的記念物保護制度の研究 : ヘッセン州とノルトライン＝・ヴェストフ
ァーレン州を中心として 日本建築学会計画系論文集，第 608 号，pp. 219-225，2006.10  
80 Jörg Schulze 博士聞き取り、あるいは Heinrich Walgern “Der Denkmalpflegeplan nach §25 DSchG 
Nordrhein-Westfalen” in: Im Mittelpunkt: Rheinischer Verein für Denkmalpflege und Landschauftsschutz “Die 























































































































































































































庫負担が 328,600,000Euro（約 540 億円、ドイツの国家予算の約 0.08％）、州負担が
75,700,000Euro（約 124 億円）である。国庫の支出は、日本の文化財保護予算のほぼ 2 倍
弱（2008 年は 83 件の国宝・重要文化財が合計 239 億円の補助金を受けた）だが、文化
財に関わる資金はこれだけではない。 
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? 8. PLAN? 




































































































































III- VI SD 
V – VI FD 
VI+ I FD/VI SD 
VI SD 
VII FD
VI + I FD 
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